
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ★自分で学ぶ子 
★仲よく助け合う子 
★自分できたえる子 

「心豊かで、実践力のある子どもの育成」をめざす結小 令和７年３月１日 

 

全校で感謝の気持ちを伝える 

   校長 中野 由美 

 ２月２１日（金）の朝、地域の皆様に感謝の気持ちを伝える「感謝の会」を行いました。毎

日の登下校でお世話になっている結見守り隊の皆様や様々な視点からご意見をくださる学校

運営協議会委員の皆様、サポートスタッフの皆様を招待したところ、寒い日にもかかわらず、

多くの方々にご出席いただきました。 

例年、「感謝の会」はすべて６年生が準備・運営していたようです。しかし私は、１年生か

ら６年生まで、すべての児童がお世話になっているのだから、すべての児童が会の準備に携

わるべきだと思いました。また、花屋から届いたラッピング済みの花を渡していたと聞き、

不格好かもしれないけれど自分たちの手で準備した花を渡すことはできないかと考えまし

た。準備をするときに、相手の方の顔を思い浮かべることが、感謝する気持ちを高めると思

ったからです。 

今年の「感謝の会」は、 

６年生：花を鉢に植える（６５鉢）・メッセージカードを書く 

２年生：メッセージカードを１枚ずつ切り取って形を整える 

１年生：メッセージカードを１枚ずつポットに挿す 

４年生：鉢をラッピングする 

３年生：鉢を会場に運ぶ 

５年生：会場準備をする 

という役割を持ち、全員が準備に携わりました。 

また、当日の受付やお席への案内、司会等を５・６年生が行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

当日は、５・６年生が体育館に入り、１年生から４年生はオ

ンライン中継で会に参加しました。６年生が代表で感謝の言葉

を述べ、鉢花を手渡しました。また、参加者を代表して、岡田

春成区長様より、心配りを大切にしてほしいというメッセージ

をいただきました。 

後日、岐阜新聞社から学校に連絡がありました。会に出席さ

れた方が、心のこもった会に感動したので、そのような会があ

ったことを新聞記事にしてほしい、とおっしゃったそうです。

記事になるかどうかは分かりませんが、そのようなお気持ちで

帰っていただけたことをとてもうれしく思います。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 結ぶ手と手が輪になって ～結小学校の輝き～ 

表彰 

■『家庭で話そう！我が家のルール・家族のきずな・命の大切さ』三行詩コンクール 

（岐阜県ＰＴＡ連合会主催） 

【小学校低学年の部 岐阜県優秀作品】  

１年 加藤 玲衣 さん 

 

■第５回わがまち自慢絵画コンクール（岐阜県市町村教育委員会連合会主催） 

【入選】 ４年 西部 桃芭 さん 

■はがき版画コンクール 

（岐阜県小中学校長会主催） 

【佳作】 ３年 伊藤 綾音 さん 

３年 伊藤 此音 さん 

【入選】 １年 角海 光磨 さん 

１年 清水 颯太 さん 

１年 立和 雫  さん 

１年 堀 圭志  さん 

 

■安八郡教育振興会表彰 

（体育、文化活動の振興に寄与し、県１位以上の成績を収めた児童生徒を、安八郡教育

振興会が表彰するもの） 

4年 市川 愛菜 さん  

（第６８回岐阜県剣道選手権大会小学生３・４年生の部優勝） 

 

■岐阜県ふるさと教育表彰優秀賞 

 

   

ねるまえのあいさつことば 

「だいすきだよ。たからものだよ。」 

あしたもきっといいひだね。 

  
ぺったん もちつき 
伊藤 綾音 さん 

のびーるもち。おいしいな 
伊藤 此音 さん 

 

 

本校では全学年が、生活科や総合的な学習の

時間を使って、ふるさと安八の自然や歴史、文

化、行政等を学んでいます。学びを通して人々

とのふれあいを深め、ふるさとを誇りに思う心

を育みたいと考えています。 

このたび、本校の取組が、岐阜県教育委員会

より「岐阜県ふるさと教育表彰優秀賞」という

形で認められました。照手姫の劇を発表した３

年生が代表として賞状を受け取りました。この

受賞をきっかけに、来年度もさらにふるさとを

誇りに思う児童の育成に努めます。 

 

賞状を手に、笑顔の３年生 


